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(一社)エッジプラットフォームコンソーシアム
Edge Platform Consortium

IoTプラットフォームの定義・構築を目指す
ニーズとシーズが協働するコンソーシアム

SIPフィジカル成果(IPなどの資産)+エッジPF(My-IoT+MSM+SRF)
⇒ コンソーシアムによる普及体制構築

内閣府SIP国プロ 「フィジカル空間デジタルデータ処理基盤」

新エッジプラットフォームコンソーシアム(新EPFC)の設立

新EPFC設立のイメージ(2022/04/01発足)
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新EPFCの概要と部会活動内容
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1) SIPフィジカル開発技術（My-IoT PFとMSM-PF）をコア技術
2) 自立収益モデル：一般社団法人、会費がメイン、各部会は事業費
3) コア技術であるエッジPF(My-IoT、MSM-PF)がオープンで使用可能

基本方針

新EPFCの概要と部会活動

先端デバイス、既存センサー

立命館大 パナソニック
SIP

サイバー

コア技術と部会による事業

CPS事業推進
普及部会

エッジ・ソリューション
推進普及部会

My-IoT事業
開発推進部会

MSM-PF事業
開発推進部会

②部会による事業①コア技術

IoTストア/アプリ

My-IoT
＆SRF

エッジ・
プラットフォーム

MSM

My-IoT
連携企業

• 各事業者間の連携を継続
• SIPフィジカル成果の社会実装
• エッジプラットフォーム普及促進
• 国際組織との連携と標準化
• 新規事業創出と新市場形成
• ビジネスチャンスの拡大

サブテーマⅡ MSM-PF開発(DSPC)
製品化、販売展開サポートとPF整備

MSM端末開発・製造・販売企業
(A社、B社、C社、D社・・・・)

センサ開発・製造・販売企業(単体/モジュール)
(E社、F社・・・・・)

サブテーマⅡ (東芝)
高感度センサ開発と整備

サブテーマⅠ(九大/NEC)
My-IoT開発プラットフォームの構築

サブテーマⅢ(立命館大学)
センサリッチ柔軟エンドエフェクタシステムの開発

エッジ・ソリューションをエンドユーザーに普及する活動
エンドユーザー企業へのエコシステムの社会実装
(中小企業・製造現場・・・)

ソリューション開発企業

会員区分
一般会員（資本金5億以上）：200,000円/年
一般会員（資本金5億円未満）：40,000円/年
個人会員：10,000円/年,賛助会員：無料
部会参加費用 : 200,000円/年
WG活動部会 : 10,000円/人


	スライド番号 1
	新EPFCの概要と部会活動内容

